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補欠選挙が終わり、新たに杉浦浩一議員を加え16名でスタートします。
４列目左から・・・ 荒川　義孝 議員　　杉浦　辰夫 議員　　杉浦　浩一 議員 　　岡田　公作 議員
３列目左から・・・ 北川　広人 議員　　鈴木　勝彦 議員　　杉浦　康憲 副議長　　柴田　耕一 議員　　倉田　利奈 議員
２列目左から・・・ 小嶋　克文 議員　　神谷　直子 議員　　長谷川広昌 議員 　　黒川　美克 議員
左前から・・・・・・・ 今原ゆかり 議員　　柳沢　英希 議長　　内藤とし子 議員
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同意第６号 監査委員の選任について 同意 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 除 〇 〇 ● 〇 〇 ● 前任委員の神谷利盛氏の逝去に伴い、後任委員として小嶋克文氏を選任する。

承認第２号 専決処分の承認を求めることについて 承認 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 高浜市議会議員補欠選挙の執行に伴う予算措置（一般会計補正予算（第4回））について、議会の承認を求める。

議案第43号 高浜市公共駐車場施設整備基金の設置及び
管理に関する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 公共駐車場施設整備基金を設置し、公共駐車場事業で生じた余剰金を積み立てる。

議案第44号 市道路線の認定について 可決 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 開発行為により設置された道路の市への帰属に伴い、市道路線として認定する。
〇二池７号線

議案第45号 令和2年度高浜市水道事業会計未処分利益
剰余金の処分について 可決 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 令和2年度高浜市水道事業会計未処分利益剰余金1億6,374万2,761円について、次のとおり処分する。

減債積立金　3,907万6,705円、建設改良積立金　2,000万円、資本金への組入れ　1億466万6,056円。

議案第46号 高浜市個人情報保護条例の一部改正につい
て 可決 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正に伴い、条文の整備を行う。

議案第47号 令和3年度高浜市一般会計補正予算（第5回） 可決 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1億2,275万1,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ163億74万2,000円
とする。
債務負担行為補正：女性文化センター空調設備更新工事費、4,321万6,000円。
地方債補正：小学校施設改修事業、2,190万円増。女性文化センター改修事業、2,160万円増。

【主要新規事業】いきいき広場管理運営事業、小学校維持管理事業、生涯学習施設管理運営事業

議案第48号 令和3年度高浜市国民健康保険事業特別会
計補正予算（第1回） 可決 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,218万8,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ32億8,973万1,000円と

する。

議案第49号 令和3年度高浜市土地取得費特別会計補正
予算（第1回） 可決 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ5,107万4,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ8,631万1,000円とする。

議案第50号 令和3年度高浜市公共駐車場事業特別会計
補正予算（第1回） 可決 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ6,385万2,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ9,556万8,000円とする。

議案第51号 令和3年度高浜市介護保険特別会計補正予算
（第2回） 可決 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 保険事業勘定：歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3,681万9,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ28億

4,109万2,000円とする。

議案第52号 令和3年度高浜市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第2回） 可決 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ128万2,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ5億5,743万2,000円とする。

議案第53号 高浜市議会議員政治倫理条例の一部改正に
ついて 可決 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 ● 市民による審査請求の手続き及び審査結果の報告等について明確化するため、条文の整備をする。

議案第54号 令和3年度高浜市一般会計補正予算（第6回） 可決 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2,475万6,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ163億2,549万8,000円
とする。

【主要新規事業】新型コロナウイルス感染症対策企業支援クーポンブック発行事業

認定第１号 令和2年度高浜市一般会計歳入歳出決算認
定について 認定 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 ● 歳入歳出予算現額　237億9,155万2,000円に対し、 歳入決算額　235億2,554万173円（98.9％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  歳出決算額　228億1,698万3,789円（95.9％）

認定第２号 令和2年度高浜市国民健康保険事業特別会
計歳入歳出決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 歳入歳出予算現額　33億1,462万9,000円に対し、 歳入決算額　33億706万9,996円（99.8％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 歳出決算額　32億4,749万6,488円（98.0％）

認定第３号 令和2年度高浜市土地取得費特別会計歳入
歳出決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 歳入歳出予算現額　5,738万5,000円に対し、 歳入決算額　5,741万8,814円（100.1％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 歳出決算額　634万3,803円（11.1％）
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議案等の主な内容

9月定例会 結果 ○＝同意、承認、賛成、認定、採択　△趣旨採択
●＝不同意、不承認、反対、不認定、不採択　除＝除斥 （会期：9月21日～10月19日・29日間）

※柳沢英希議員は、議長職のため表決権はありません。
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議案等の主な内容

9月定例会 結果 ○＝同意、承認、賛成、認定、採択　△趣旨採択
●＝不同意、不承認、反対、不認定、不採択　除＝除斥 （会期：9月21日～10月19日・29日間）

認定第４号 令和2年度高浜市公共駐車場事業特別会計
歳入歳出決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 歳入歳出予算現額　9,472万2,000円に対し、 歳入決算額　9,433万6,140円（99.6％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 歳出決算額　3,048万2,554円（32.2％）

認定第５号 令和2年度高浜市介護保険特別会計歳入歳
出決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 歳入歳出予算現額　29億3,449万7,000円に対し、 歳入決算額　28億9,576万1,799円（98.7％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 歳出決算額　28億3,775万5,199円（96.7％）

認定第６号 令和2年度高浜市後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 歳入歳出予算現額　5億5,520万7,000円に対し、 歳入決算額　5億5,111万850円（99.3％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  歳出決算額　5億4,394万2,546円（98.0％）

認定第７号 令和2年度高浜市水道事業会計決算認定に
ついて 認定 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇

収益的収入及び支出：収入予算額　8億2,645万6,000円に対し、 決算額　8億5,601万6,426円。
　　　　　　　　　　支出予算額　8億5,277万9,000円に対し、 決算額　7億7,157万3,022円。
資本的収入及び支出：収入予算額　8,827万8,000円に対し、 決算額　7,419万3,774円。
　　　　　　　　　　支出予算額　4億4,760万4,000円に対し、 決算額　3億6,487万2,331円。

認定第８号 令和2年度高浜市下水道事業会計決算認定
について 認定 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇

収益的収入及び支出：収入予算額　9億3,414万8,000円に対し、 決算額　9億3,463万2,999円。
　　　　　　　　　　支出予算額　9億584万7,000円に対し、 決算額　8億8,983万1,907円。
資本的収入及び支出：収入予算額　14億948万6,000円に対し、 決算額　11億2,320万7,022円。
　　　　　　　　　　支出予算額　15億8,546万2,000円に対し、 決算額　12億4,369万3,216円。

報告第11号 令和2年度健全化判断比率及び公営企業資
金不足比率について

報告
事項

健全化判断比率：実質赤字比率、連結実質赤字比率共に赤字比率なし。実質公債費比率△0.1％、将来負担比率18.6％。
公営企業資金不足比率：下水道事業会計、水道事業会計共に資金不足比率なし。

報告第12号 専決処分の報告について 報告
事項

市有自動車の物損事故に関し、損害賠償の額を35,700円と決定し、和解した。

報告第13号 専決処分の報告について 報告
事項

市有自動車の物損事故に関し、損害賠償の額を71,027円と決定し、和解した。

陳情第２号 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費
国庫負担制度の堅持及び拡充を求める陳情 採択 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ①少人数学級のさらなる拡充を含めた定数改善計画を早期に策定し、実施すること。②義務教育費国庫負担制度の堅持とともに、国

庫負担率を2分の1へ復元すること。以上2点の意見書を国に提出することを求める。

陳情第３号
公契約事業従事者の適正賃金と安定雇用を
確保する公契約法の制定を求める意見書の
提出を求める陳情

不採択 ● ● ● ● - ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇
①「公共サービス基本法」第11条を確実に実施できるよう、同法第4条に規定された国の責務を早期かつ十全に果たすこと。②公契
約事業従事者の適正な賃金・労働条件と雇用の安定・継続を保障する「公契約法」を早期に制定すること。以上2点の意見書を国に提
出することを求める。

陳情第４号
正規労働者が当たり前、安定した雇用と1日8
時間の労働で暮らせる社会を求める意見書
の提出を求める陳情

不採択 ● ● ● ● - ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇

①人間らしく8時間働いて暮らせる雇用・労働条件を整備すること。②過労死の温床となる高度プロフェッショナル制度は廃止するこ
と。裁量労働制の対象業務の拡大は行わず、導入と運用の要件を厳格化すること。③時間外・休日労働は、週15時間、月45時間、年
間360時間を超えないものとすること。④勤務の終了と開始の間に11時間以上の間隔を置く「勤務間インターバル制度」を導入する
こと。⑤夜勤交代制労働は社会に必要不可欠な事業に限り認め、法定労働時間を日勤労働者より短くすること。⑥解雇の金銭解決制
度など、解雇しやすい仕組み作りは行わず、整理解雇4要件を法制化するなど、解雇規制を強化すること。⑦70歳までの就業・就労
延長に反対し、雇用と年金の接続、高齢者雇用における労働条件の改善を図ること。⑧「ハラスメント禁止法」の制定とILO条約の
批准をおこなうこと。⑨テレワークにおいては、長時間労働にならないように使用者が労働時間管理を必ず行うこと。また、就労に
関する費用（パソコン・電気代等）は、使用者負担とすること。以上9点の意見書を国に提出することを求める。

陳情第５号
正規労働者が当たり前、安定した雇用と1日8
時間の労働で暮らせる社会を求める意見書
の提出を求める陳情

不採択 ● ● ● ● - ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇 公立学校教員への「1年単位の変形労働時間制」は、廃止することの意見書を国に提出することを求める。

陳情第６号
住民の安全・安心を支える行政サービス体制・
機能の充実を求める意見書の提出を求める
陳情

不採択 ● ● ● ● - ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇

①住民の暮らしと命、安全・安心をまもるために、「行政機関の職員の定員に関する法律(総定員法)」を廃止するとともに、「国の行
政機関の機構・定員管理に関する方針(定員合理化計画)」を撤回すること。②全国一律の行政サービスを提供するうえで、国の出先
機関が必要不可欠であることをふまえ、廃止・縮小・委譲などを実施しないこと。③憲法で定められた国の責任を放棄して、地方自
治体に国の役割を丸投げする道州制を導入しないこと。以上3点の意見書を国に提出することを求める。

※柳沢英希議員は、議長職のため表決権はありません。
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議案等の主な内容

9月定例会 結果 ○＝同意、承認、賛成、認定、採択　△趣旨採択
●＝不同意、不承認、反対、不認定、不採択　除＝除斥 （会期：9月21日～10月19日・29日間）

陳情第７号 地方財政の拡充を求める意見書の提出を求
める陳情 不採択 ● ● ● ● - ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇

①憲法に基づくナショナルミニマムを保障し、住民が全国のどこに住んでいても健康で文化的な生活が営めるよう地方自治と地方財
政を拡充すること。②地方自治体間の財源格差は、水平的な財政調整で是正するのでなく、地方交付税や国庫補助金の拡充など、国
の責任と負担による垂直的な財政調整で是正すること。③地方交付税は、法定率を抜本的に引き上げ、地方自治体の財源保障・財源
調整機能を併せもつ制度として充実させること。④基準財政需要額は、地方自治体が「住民の福祉の増進」を図るために現に必要と
している財政需要をもとに算定すること。地方公務員の人件費や人員の削減など「行革努力」を反映する地方交付税の算定や、「ト
ップランナー方式」は廃止すること。⑤地方自治体が災害対策や公共施設の耐震化等のために基金を積み立てることを理由とした地
方財政の削減を行わないこと。⑥大規模な災害からの復旧・復興、新型感染症への対応等にかかる財源は、地方自治体に負担させず、
全額を国が負担すること。以上6点の意見書を国に提出することを求める。

陳情第８号

障害・介護福祉に従事する職員や保育士の人
材定着・確保のため職員配置基準と報酬・公
定価格を抜本的に改善し、離職しない障害・
介護・保育職場の実現を求める意見書の提出
を求める陳情

不採択 ● ● ● ● - ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇

①障害・介護福祉に従事する職員や保育士の人材定着・確保のため、規制緩和ではなく国の定める職員配置基準と報酬・公定価格に
ついて抜本的に改善し、大幅増員と賃金の引き上げを行い、離職しない障害・介護・保育職場を実現すること。②「働き方」改革に
より正規・非正規の不合理な待遇格差が禁止となったことを受け、各事業体が確実に実施出来るための財源を、公定価格や報酬で確
保すること。以上2点の意見書を国に提出することを求める。

陳情第９号 消費税率5％への引き下げを求める意見書
の提出を求める陳情 不採択 ● ● ● ● - ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇 消費税率を5％へ引き下げることの意見書を国に提出することを求める。

陳情第10号
「1年単位の変形労働時間制」導入のための
条例制定ではなく、教職員の長時間過密労働
解消のための施策を求める陳情

不採択 ● ● ● ● - ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇 ①公立学校に「1年単位の変形労働時間制」を導入するための条例制定をおこなわないこと。②教職員の長時間過密労働を解消するた
めの施策を緊急に講じること。以上2点の意見書を県に提出することを求める。

陳情第11号 国の私学助成の拡充に関する意見書の提出
を求める陳情

趣旨
採択 △ △ △ △ - △ △ △ △ △ △ △ 〇 △ △ △ ①父母負担の公私格差を是正するための就学支援金を一層拡充すること②国庫補助金とそれに伴う地方交付税交付金を充実し、私立

高等学校以下の経常費補助の一層の拡充をはかること。以上2点の意見書を国に提出することを求める。

陳情第12号
私立高校生の父母負担を軽減し、学費負担
の公私格差を是正するために高浜市独自の
授業料助成制度の拡充を求める陳情

不採択 ● ● ● ● - ● ● ● △ △ ● ● 〇 ● ● △ 「教育の機会均等」の理念にもとづき、国・県の制度と併せて学費負担の公私格差を是正するために、私立高校生に対する市独自の授
業料助成制度を維持し、拡充することを求める。

陳情第13号

ミャンマー国軍による自国民への弾圧・暴力
の即刻停止を日本政府が働きかけるよう求
める意見書を高浜市議会から提出すること
を求める陳情

不採択 ● ● ● ● - ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇 日本政府に対し、ミャンマー国軍による自国民への弾圧・暴力を即刻停止するよう働きかけることを強く求める意見書を国に提出す
ることを求める。

意見案第１号
定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費
国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見
書

可決 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ①少人数学級のさらなる拡充を含めた定数改善計画を早期に策定し、実施すること。②義務教育費国庫負担制度の堅持とともに、国
庫負担率を2分の1へ復元すること。以上2点の意見書を国に提出する。

「主な質疑及び賛成・反対意見等」は、市公式ホームページ
に掲載していますのでご覧ください。

ここが聞きたい!!
政の市

　一般質問は、定例会で議員が議案に関係なく、市政全般について市の方針をただすものです。
　なお、掲載文は、議員本人作成（文責）の原稿です。URL　https://www.city.takahama.lg.jp/site/gikai/14817.html

市公式
ホームページ 

「トップページ」→「高浜市議会」→「議会だより『ぴいぷる』」

一 般
質 問

※柳沢英希議員は、議長職のため表決権はありません。
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■問　少子高齢化や核家族化
の進展、共働き世帯の増加
などの、社会構造の変化を
背景に、新たな課題として
ヤングケアラーへの関心が
高まりつつある。ヤングケ
アラーは、18歳未満の子ど

もで、障がいや疾患のある保護者の世話や祖父
母の介護、年下のきょうだいの世話をすること
で、自らの育ちや教育に影響を及ぼすことがあ
ると言われている。本市における、ヤングケア
ラーの実態把握状況は。
■答　福祉まるごと相談グループが中心となり、
毎月開催している要保護児童実務者会議を活用
して、学校や園、保健師からの情報をもらって
いる。また、地域包括支援センターを市直営で
運営する強みを生かし、ケアマネージャーや介
護ヘルパーなどから報告をもらっている。障が
いの視点からは、たかはま障がい者支援センタ
ーと連携し、情報共有を密にしている。

■問　ケアラーである可能性を早期に発見するこ
とが大切だが、市の考えは。
■答　「家庭内であること」や「自身がケアラーで
あることを認識していない」などの理由から、問
題が表面化しないこともある。愛知県では、独
自のアンケートを実施すると聞いている。調査
結果を参考に状況を確認した上で、早期発見に
繋げていきたい。

■問　がんの治療による副作用として、脱毛や肌
の変色、爪の変化や皮膚炎など、様々な外見の
変化を体験することがある。アピアランスの変
化への対処について、社会参加を促進する観点
から、支援していく必要がある。相談の状況は。
■答　アピアランスの変化に関する直接の相談は
ない。学校や仕事、家庭生活がありながら治療
を行う人も多く、一人ひとり状況が異なるため、
患者の事情に合わせ、伴走型の支援が必要。
■問　愛知県が市町村と連携した支援体制を構築
した場合、市として助成を行う考えは。
■答　新規に事業を立ち上げれば、ぜひ一緒に取
り組んでいきたい。

■問　ワクチン接種が進んで
いるが、それだけでは感染
は終息しない。デルタ株も
発生し、空気感染も心配さ
れている。広くPCR検査を
行い、感染しているが無症
状の方を見つけ、保護しな

ければいけない。市民のいのちを守るため、市
長はどのようなリーダーシップを発揮するのか。
■答　市対策本部会議のトップとして、全体を管
理し、必要な情報を皆さんにお伝えしている。

■問　市から緊急事態宣言発出時のごみ分別収集
拠点の取り扱いについて、立ち当番は必要なし
と書かれている用紙がある。コロナ感染拡大防
止に向けて、資源ごみの立ち番運用例が書かれ
ているもの。立ち当番をしてきた碧南市が2022
年4月から立ち当番を廃止するが、高浜市は26
年も続けてきて、今後も県内で当市だけ続けて

いくのか。
■答　混ぜればごみ、分ければ資源といった考え
方の下、ごみの減量とリサイクルを推進するた
めに始めた。正しく分別が行われ、きれいな分
別収集拠点が保持されるのであれば、立ち当番
は必要ないと考えるが、分別回収の状況を確認
するための巡回をすると、マナーが守られてい
ないところがあるので今しばらく継続したい。
■問　現在資源ごみについては1町内会に5万円、
ごみの拠点に1か所5千円、世帯数で1件100円、
報奨金が市から配分されている。この報奨金を
立地拠点に1人1時間、時間額は相談し、有償ボ
ランティアを募集してはいかがか。
■答　これまでごみの立ち番をシルバー人材セン
ターに委託していた町内会もあったが、委託先
から人材確保が難しくなってきたと申し出があ
り、現在、委託をしている町内会はない。
■問　従来通りの方式を続けていくと、町内会の
加入率も下がると考える。町内会の加入率は令
和2年平均で54.8%、低いところは41.9%とな
っている。加入率が下がると市民の負担も増え
る。立ち当番を廃止してはいかがか。
■答　従来通り実施する。

今原 ゆかり 議員

内藤 とし子 議員

アピアランスケアについて

資源ごみ立ち当番を廃止せよ

新型コロナ対策の現状と
今後について

ヤングケアラーの支援に
ついて
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■問　維持管理費も含めてリ
ースとした理由は。
■答　市本庁舎整備事業の趣
旨は、旧庁舎の耐震、劣化

改修を行い、今後20年間維持した場合の維持管
理費や運営費を含む、33.2億円でトータルのメ
リットを求めたもので、募集要項や要求水準書
を示して民間事業者のノウハウを最大限生かし
た提案を第三者による選定委員会の評価をもと
に選定した結果。
■問　光熱水費の見直しで年間約500万円のメリ
ットという答弁でしたが、清掃費等の維持管理
費も見直す考えは。
■答　庁舎整備事業は、公募型プロポーザルによ
り、複数の業者から提案を求め、事業内容、コス
トを含め第三者による選定委員会の評価をもと
に契約の相手方の選定をした。事業者は全体事

業費の範囲内で、施設整備費、解体費、維持管
理費、運営費等を調整して提案している。光熱
水費は職員の意識で増減する使用料のため、他
の維持管理費等と性質が異なるため、リースか
ら外すことができたと考える。個々の事業費の
見直しは、契約の一部破棄にもなりかねないた
め維持管理費の一部を直営に戻すことは考えて
いない。

■問　図書館は、郷土資料館にもなっており、多
くの資料が残っている。今の図書館を利用して
市内の公共施設が上手に利用できるような考え
方は。
■答　蔵書や郷土資料を残して保存していくこと
は大事なことである。
　現在の考えでは、現状の図書館に残して保存
する考えである。ただし、図書の館

やかた
ではなく、図

書の貸出しとか、レファレンスの機能は今の図
書館でなくても、別なところにあってもよいの
ではないか。それぞれ複合化することによって
メリットがあるのであれば、別のところにその
機能を移してもいいと考える。

■問　夏休み明け9月1日の小
中学校の欠席者数は。
■答　小学校75人、中学校90
人。
■問　感染を心配して、欠席
している児童・生徒がいる
と聞く。全国的に自治体が、

感染症対策として、オンライン授業を取り入れ
はじめている。刈谷南中学校においても、コロ
ナの臨時休校によりオンライン授業を取り入れ
た。本市においても早期の導入が必要では。
■答　授業の様子や授業そのものを効果的に配信
する方法について研究が進んでいる。
■問　ワクチン接種のため、ホームページを検索
するが「見にくい。」「欲しい情報を得ることが
困難。」といった市民からの声が届いている。ま
た、近隣自治体では、LINEやアプリなどで予約
状況の最新情報を知ることができる。本市の情
報提供についての考えは。
■答　現在は、ホームページで周知しているが、見

にくいという声は届いていない。今後は、LINE
の立ち上げに向けて検討していきたい。
■問　高浜市のワクチン接種率が低い理由は。
■答　他市に比べて接種する医療機関が少ないこ
とが理由であると考える。
■問　近隣市では、集団接種を土・日も行ってい
る。また、刈谷市は、集団接種を夕方や夜間も
行っている。高浜市の集団接種は平日の日中と
日曜日は月2回のみである。
今後、臨機応変に集団接種を行う予定はないか。
■答　考えていない。
■問　集団接種をおこなっている高浜豊田病院は、
なぜ16歳以上の市民限定なのか。
■答　小児科を標榜していないことから、中学生
以下の接種をおこなっていない。
■問　旧分院をコロナ対応に利用するよう医師会
から申し入れがあったと聞くが、その内容と対
応は。
■答　PCR検査場所として活用してはどうかとの
提案はいただいた。今後、市内医療機関が検査を
実施できることと、県がドライブスルー方式に
よる検査場所の設置を進めていたことから、当
市は行うことは考えていないと回答した。

黒川 美克 議員

倉田 利奈 議員

高浜市立図書館の機能移転について

新型コロナウイルス
感染症対応について

高浜市公共施設あり方計
画について

高浜市役所本庁舎整備事業
について
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■問　4期目の市政運営に対
する決意・想いについて。
■答　3期12年の間、一貫し
て貫いてきた高浜市という
すばらしいまちや人、そし
て想いをつぎの世代へつな
いでいく。新型コロナウイ

ルス感染症という壁を、市民の皆様と協力して
乗り越え、未来へともに歩んでいきたい。市民
の皆様が、自分たちの暮らすまちをどんなまち
にしていきたいか。どんなまちを子どもたちに
つないでいきたいかを想い描くだけでなく、着
実に実現していくために、不退転の覚悟で取り
組む。
■問　第7次総合計画の策定の進捗状況について。
■答　将来都市像（キャッチフレーズ）は、「人
と想いが　つなぐつながる　しあわせなまち　
大家族たかはま」と決定。進捗状況は、部長級
の職員で組織する「高浜市総合計画策定委員会」
は、策定基本方針（案）第7次総合計画に向けた

施策動向に関する調査、新しい計画の構成など
を審議。「職員策定プロジェクトチーム」は、令
和2年度で人工知能を活用した将来シミュレー
ションの実施に取り組み、将来都市像（キャッ
チフレーズ）の策定に取り組んできた。
　市民参画の組織としての「高浜市総合計画審
議会」は、令和3年3月に発足し、14名の委員で、
これまでに3回の審議会を開催。
　「高浜市の未来を描く市民会議」は、SDGsの
考え方を学び、将来都市像（案）を検討。65名
の方にメンバー登録。現在は、総合計画の全体
構成を踏まえ分野別の構成（案）について、行
政内部で議論を進めている。
■問　感染拡大防止対策や地域経済の回復・活性
化に向けて、今後の取り組みについて。
■答　基本的な感染対策を行うことをより一層推
進するために、コロナ禍での避難所運営に対応
するための防災備品のさらなる整備、低年齢世
代が利用する施設の感染症対策、教育現場にお
ける感染症対策対応の物品の強化。
　地域経済の回復・活性化にむけては、アフタ
ーコロナを見据えて、消費喚起を促すための取
り組みを実施。

■問　今年の夏にオリンピッ
クが行われ都市鉱山から作
る「みんなのメダルプロジ
ェクト」により、100%リ
サイクルでメダルが作られ
ました。そのプロジェクト
の幹事は障がいをもった方
も多数働いてみえる会社で

あるリネットジャパンリサイクル株式会社でし
た。今回提携に至った経緯は。
■答　環境省及び経済産業省の認定を受けて、小
型家電リサイクルを行っている業者はたくさん
あるが、宅配便を利用した事業を行っているの
はリネットジャパンリサイクル株式会社しかな
く、市民サービスの向上になると考えた。また、
近隣自治体とも提携しており、提携に至った。広
報などで告知していきたい。

■問　緊急宣言や蔓延防止が繰り返される中、ス
テイホームで外食が減り、生ごみが増えたと思

う。食品ロスや生ごみを減らすために何か取り
組みをしているか。また、そのような取り組み
を強化されてはどうか。
■答　食品廃棄は、国でも様々な取り組みを実施。
当市では生活学校を上手に活用し、レシピの考
案や実際に調理した結果を発信するとともに今
後さらに検討していきたい。
■問　市長の4回目の決意の中で、今後はSDGs
など持続可能な開発目標の、誰一人取り残さな
いというコンセプトを政策全般に浸透させ、新
たに発生する課題に積極的に取り組んでいくと
ある。CO₂削減の目標はあるか。
■答　第3次高浜市地球温暖化対策実行計画では、
平成30年度よりCO₂排出量を6%削減すること
を目標に取り組んでいる。クールビズ、使用済
用紙の再資源化など、電子入札もCO₂排出が少
ない取組であることを指定している。
■問　先進的な自治体ではサーキュラーエコノミ
ー（循環型経済）など最初から環境に配慮した
ものを利用するなどしている。当市では。
■答　環境省からも循環経済を進めよとあるが、
行っていない。まずは先進地の調査研究から始
めたい。

杉浦 辰夫 議員

神谷 直子 議員

ゴミなのか資源なのか

  都市鉱山を探せ

市長４期目の市政運営
を問う
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■問　県内でいち早く小中学
校にタブレットを導入した
が、その後の新たな活用や
特色ある活用は。
■答　工場見学等をリモート
で実施する取組、長期に学
校を欠席する子どもと教員
がタブレットでつながり、

支える取組を行っている。　
■問　高取まち協と連携し、LTE方式にて全小中
学校に配備されたタブレット端末の強みを活か
した防災訓練を実施したが、その有益性は。
■答　情報収集に活用する視点から行った実証実
験訓練であり、同様の機能を有する生活に密接
なスマートフォンを含め、災害時における情報
伝達への活用が確認できた訓練であった。
■問　地域の担い手が高齢化する中、災害現場で
児童生徒はどのような役割が果たせるか。
■答　大規模災害時には多くのマンパワーが必要
となり、子供達ができる範囲で活躍していくこ
とは、本市の防災対策を推進する上での財産で

あり、強みとなると考えている。
■問　道路冠水時の発見と住民への伝達は。
■答　水防用のサイレンが吹鳴するが、雨戸を閉
め、豪雨音などでサイレンが聞きづらいなどの
課題があると認識している。
■問　論地町の技術者が自作・設置した簡易な
冠水通知システムは、自助行動のひとつとして、
IOTを活用した安価で画期的なひとつのモデル
ケースであるがどのように展開するか。
■答　培われた知識と技術を活かして、自分達が
できることを実践した良い事例であり、検証結
果を踏まえその有益性などを紹介する中で、地
域課題の解決へとつなげることが可能である。
■問　以前、IOTによる子ども見守りサービス実
証実験を行った。導入不可の課題を解決するタ
ブレットを活用した見守りサービスは可能か。
■答　毎日、持ち帰ることが前提での見守りサー
ビスは難しいと考える。
■問　今後のIOTの推進ビジョンは。
■答　各種課題を解決するツールであるので、自
治体DX推進計画を進める中で、先進のIOTの活
用事例を参考にして、本市の課題解決に結びつ
く活用方法を検討する。

■問　コロナ禍の長期化で悩
める子供たちにスクールカ
ウンセラーはどんな対応を
しているのか。
■答　児童生徒、保護者、教
員を対象に、相談活動を実

施。学校が児童生徒や保護者に勧めることもあ
る。相談後は、カウンセラーと関係職員で、支
援の方向性を共有している。
■問　スクールカウンセラーの配置状況は。
■答　愛知県教育委員会による配置が2名。1名
が、高浜中を拠点校とし、吉浜小、翼小を兼務。
1名が、南中を拠点校とし、高浜小、高取小、港
小を兼務。相談活動が十分に行えない現状があ
り、高浜小、吉浜小には、市費で、他のスクー
ルカウンセラーを2名配置している。適応指導
教室「ほっとスペース」に、こころの相談員と
して、1名を市費で配置している。
■問　せっかくの制度も知らなければ意味がない

が、どのように周知しているのか。
■答　新年度開始時に、各学校のスクールカウン
セラーの紹介や、相談の手続きをまとめた「ス
クールカウンセラーだより」を保護者に配付し
ている。同時に児童生徒にも、希望があれば相
談ができることを伝えている。
■問　令和2年度から新たに配置されたスクール
ソーシャルワーカーはどのような役割か。
■答　児童生徒の置かれた環境に働きかけ、その
改善に向けて支援をしている。
■問　市費を投じ感謝するが、子供たちへの相談
時間等は足りているのか。
■答　スクールカウンセラーは定められた時間の
中で相談活動等を実施している。小学校に年間
161時間配置のカウンセラーを例にすると、1箇
所に2日、1日7時間勤務となる。緊急性のある
場合を除き、相談は勤務日まで待っていただく
ことになる。県によるスクールカウンセラーの
配置及びスクールソーシャルワーカー配置事業
を活用しながら、スクールカウンセラー及びス
クールソーシャルワーカーが日常的に配備され
るような状況にできるだけ近づけるのが理想と
考えている。

荒川 義孝 議員

杉浦 康憲 議員

ＩＯＴ推進について

コロナ禍における児童生
徒への対応とケア体制に

ついて
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12月定例会
　定例会は3月・6月・9月・12月の、年4回開催されます。会議の開始
時間は、いずれも午前10時の予定です。一般質問では、市政全般にわ
たって論議が展開されます。ここに記載のある委員会も傍聴できます。

編集
後記

　9月定例会では、主に令和2年度の決算が審議可決されました。昨年度はコロナ関連の議案も多く、「ぴ
いぷる」でも伝えますが、詳しくはHPをご覧ください。
　この号が出る頃は12月定例会の最中であり、年も暮れようとしています。2022年こそは、マスクも
取れ、安心して暮らせる世の中になることを祈念いたします。	 広報広聴委員会委員長

　新型コロナウイルス対策に係る議会傍聴自粛のお願いに、皆さまのご理解・ご協力を賜
り、厚くお礼申し上げます。今後も感染拡大防止のため、傍聴自粛のお願いをする場合が
ございます。引き続きご理解とご協力をよろしくお願いいたします。また、議会報告会等
の開催は見送っていますのでご承知おきください。

議会傍聴自粛の
お礼とお願い

Live
!議場に行かなくても「本会議」の中継が見られます

①生（ライブ）で、本会議中継の視聴ができます。 ※告示日と各委員会の中継はありません。
②本会議開始時刻は、いずれも午前１０時開始予定です。
③録画中継は、生中継放送後、概ね２週間後に配信を予定しています。

■スマートフォン向けアドレス・ＰＣ向けアドレス
　http://smart.discussvision.net/smart/tenant/takahama/WebView/rd/council.html

※視聴は無料ですが、通信料などは、皆さんのご負担になります。
※動画配信ですから、契約内容によっては、通信料が高額になる場合

があります。
※視聴環境に係る契約内容をよく確認・納得の上、ご視聴ください。

ご注意
ください

!

インターネット回線に接続されているパソコンやスマートフォンから、
生中継や録画中継をごらんいただけます。

市公式ホームページからも
リンクしています

「トップページ」→「市の紹介」→「高浜市議会」→「議会映像配信」
上記より、ご覧になりたいものを選択いただければ、見ることができます。

12 月 定 例 会 の 日 程
月 　日 曜 会　議　日　程 摘　　　　　要
11月22日 月 告示日 議会運営委員会
11月30日 火 本会議　第１日目 ■中継 開会、議案上程、説明
12月２日 木 本会議　第２日目 ■中継 一般質問
12月３日 金 本会議　第３日目 ■中継 一般質問
12月６日 月 本会議　第４日目 ■中継 総括質疑、議案委員会付託
12月８日 水 総務建設委員会 付託案件審査
12月９日 木 福祉文教委員会 付託案件審査
12月15日 水 本会議　第５日目 ■中継 委員長報告、委員長報告に対する質疑、討論、採決、閉会

■追悼　令和3年8月6日に神谷 利盛議員がご逝去されました。
　昭和30年6月に高浜で生まれ育ち、慶応大学を卒業後、豊田通商にお勤めでした。
退職後、地域の為にと発起され平成27年に初当選後、2期に渡り市政にて活躍されま
した。商社出身でもあり、契約や数字に詳しく、独自の視点で厳しく市政を指摘され
ていた姿勢は、私たちの見本でもありました。闘病中も弱音を吐くことなく、市議と
しての責任を果たし、志半ばでのご逝去は、とても残念なことです。今後も市政に全
力で取り組む事をお誓いし、心からご冥福をお祈りいたします。


